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【はじめに】近赤外広帯域光源は分光分析装置などの光源として用いられている[1]。分光分析で

は多波長の信号を処理するため、光源は広帯域発光することが望ましい。そこで我々は、近赤外

領域で広帯域発光を示す蛍光体と LED を組み合わせた新しい小型近赤外広帯域光源を提案して

いる。これまでに Tm
3添加ガラス蛍光体と Pr

3添加ガラス蛍光体を積層し、LED と一体化した光

源で、700~1300 nmにわたる広帯域な発光が得られることを報告した[2]。しかし、Tm
3+添加ガラ

ス蛍光体と Pr
3+添加ガラス蛍光体を積層する構造のため光源サイズが大きい。そこで今回は、光

源の小型化を目的として、Tm
3と Pr

3を共添加したガラス蛍光体を作製し、発光特性を調査した。 

【実験】Sb2O3, ZnO, GeO2, Tm2O3, Pr6O11の各粉末を所定の組成となるように秤量した後、アルミ

ナ坩堝に入れ、1250℃の電気炉を用いて大気雰囲気下で溶融した。その後、溶融液を型に流し込

み、ステンレス板でプレスして試料を作製した。母体ガラス組成を 45Sb2O3-10ZnO-45GeO2 [mol%, 

設計値]に固定し、希土類酸化物濃度を変化させた試料を作製した。そして、励起光源に中心発光

波長 470 nmの青色 LED を用いて、試料の発光スペクトルを測定した。 

【結果】厚さ 6 mmの Tm
3添加ガラス蛍光体と厚さ 10 mmの Pr

3添加ガラス蛍光体を積層し、青

色 LED と一体化した光源の発光スペクトルを図 1に示す。700~1300 nmにわたって、Tm
3と Pr

3

の両方の発光が観察された。次に、0.2 mol%の Tm2O3及び 0.15 mol%の Pr6O11を共添加した厚さ

10 mmのガラス蛍光体の発光スペクトルを図 2に示す。Tm
3

, Pr
3共添加ガラス蛍光体においても、

700~1300 nmにわたって、Tm
3と Pr

3の両方の発光が観察された。この結果は、Tm
3

, Pr
3共添加

ガラス蛍光体を用いることで、発光帯域を保ったまま光源を小型化できることを示唆している。 
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Fig. 1: PL spectrum of stacking Tm
3

-doped glass  

phosphor on Pr
3

-doped glass phosphor. (as measured) 

Fig. 2: PL spectrum of Tm
3

, Pr
3

 co-doped  

glass phosphor. (as measured) 
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